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動物の愛護及び管理に関する法律（抜粋） 
（昭和四十八年法律第百五号） 

第一章 総則 
（目的） 
第一条 この法律は、動物の虐待及び遺棄の防止、動物の適正な取扱いその他動物の健康及び安全の保持等
の動物の愛護に関する事項を定めて国民の間に動物を愛護する気風を招来し、生命尊重、友愛及び平和の
情操の涵かん養に資するとともに、動物の管理に関する事項を定めて動物による人の生命、身体及び財産
に対する侵害並びに生活環境の保全上の支障を防止し、もつて人と動物の共生する社会の実現を図ること
を目的とする。 

（基本原則） 
第二条 動物が命あるものであることにかんがみ、何人も、動物をみだりに殺し、傷つけ、又は苦しめるこ
とのないようにするのみでなく、人と動物の共生に配慮しつつ、その習性を考慮して適正に取り扱うよう
にしなければならない。 

２ 何人も、動物を取り扱う場合には、その飼養又は保管の目的の達成に支障を及ぼさない範囲で、適切な
給餌及び給水、必要な健康の管理並びにその動物の種類、習性等を考慮した飼養又は保管を行うための環
境の確保を行わなければならない。 

第三章 動物の適正な取扱い 
第一節 総則 
（動物の所有者又は占有者の責務等） 
第七条 動物の所有者又は占有者は、命あるものである動物の所有者又は占有者として動物の愛護及び管理
に関する責任を十分に自覚して、その動物をその種類、習性等に応じて適正に飼養し、又は保管すること
により、動物の健康及び安全を保持するように努めるとともに、動物が人の生命、身体若しくは財産に害
を加え、生活環境の保全上の支障を生じさせ、又は人に迷惑を及ぼすことのないように努めなければなら
ない。この場合において、その飼養し、又は保管する動物について第七項の基準が定められたときは、動
物の飼養及び保管については、当該基準によるものとする。 

2 動物の所有者又は占有者は、その所有し、又は占有する動物に起因する感染性の疾病について正しい知識
を持ち、その予防のために必要な注意を払うように努めなければならない。 

3 動物の所有者又は占有者は、その所有し、又は占有する動物の逸走を防止するために必要な措置を講ずる
よう努めなければならない。 

4 動物の所有者は、その所有する動物の飼養又は保管の目的等を達する上で支障を及ぼさない範囲で、でき
る限り、当該動物がその命を終えるまで適切に飼養すること（以下「終生飼養」という。）に努めなければ
ならない。 

5 動物の所有者は、その所有する動物がみだりに繁殖して適正に飼養することが困難とならないよう、繁殖
に関する適切な措置を講ずるよう努めなければならない。 

6 動物の所有者は、その所有する動物が自己の所有に係るものであることを明らかにするための措置として
環境大臣が定めるものを講ずるように努めなければならない。 

7 環境大臣は、関係行政機関の長と協議して、動物の飼養及び保管に関しよるべき基準を定めることができ
る。 

（地方公共団体の措置） 
第九条 地方公共団体は、動物の健康及び安全を保持するとともに、動物が人に迷惑を及ぼすことのないよう
にするため、条例で定めるところにより、動物の飼養及び保管について動物の所有者又は占有者に対する指
導をすること、多数の動物の飼養及び保管に係る届出をさせることその他の必要な措置を講ずることができ
る。 

第二節 第一種動物取扱業者 
（基準遵守義務） 
第二十一条 第一種動物取扱業者は、動物1の健康及び安全を保持するとともに、生活環境の保全上の支障が生
ずることを防止するため、その取り扱う動物の管理の方法等に関し環境省令で定める基準を遵守しなければ
ならない。 

第四節 周辺の生活環境の保全等に係る措置 
第二十五条 都道府県知事2は、動物 1 の飼養、保管又は給餌若しくは給水に起因した騒音又は悪臭の発生、
動物の毛の飛散、多数の昆虫の発生等によつて周辺の生活環境が損なわれている事態として環境省令で定
める事態が生じていると認めるときは、当該事態を生じさせている者に対し、必要な指導又は助言をする
ことができる。 

2 都道府県知事 2は、前項の環境省令で定める事態が生じていると認めるときは、当該事態を生じさせてい
る者に対し、期限を定めて、その事態を除去するために必要な措置をとるべきことを勧告することができ
る。 

3 都道府県知事 2は、前項の規定による勧告を受けた者がその勧告に係る措置をとらなかつた場合において、
特に必要があると認めるときは、その者に対し、期限を定めて、その勧告に係る措置をとるべきことを命
ずることができる。 

4 都道府県知事 2 は、動物 1 の飼養又は保管が適正でないことに起因して動物が衰弱する等の虐待を受ける
おそれがある事態として環境省令で定める事態が生じていると認めるときは、当該事態を生じさせている
者に対し、期限を定めて、当該事態を改善するために必要な措置をとるべきことを命じ、又は勧告するこ
とができる。 
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5 都道府県知事 2 は、前三項の規定の施行に必要な限度において、動物 1 の飼養又は保管をしている者に対
し、飼養若しくは保管の状況その他必要な事項に関し報告を求め、又はその職員に、当該動物の飼養若し
くは保管をしている者の動物の飼養若しくは保管に関係のある場所に立ち入り、飼養施設その他の物件を
検査させることができる。 

6 第二十四条第二項及び第三項の規定は、前項の規定による立入検査について準用する。 
7 都道府県知事は、市町村（特別区を含む。）の長（指定都市の長を除く。）に対し、第二項から第五項まで
の規定による勧告、命令、報告の徴収又は立入検査に関し、必要な協力を求めることができる。 

第四章 都道府県等の措置等 
（犬及び猫の引取り） 
第三十五条 都道府県等3（都道府県及び指定都市、地方自治法第二百五十二条の二十二第一項の中核市（以下
「中核市」という。）その他政令で定める市（特別区を含む。以下同じ。）をいう。以下同じ。）は、犬又は猫
の引取りをその所有者から求められたときは、これを引き取らなければならない。ただし、犬猫等販売業者
から引取りを求められた場合その他の第七条第四項の規定の趣旨に照らして引取りを求める相当の事由が
ないと認められる場合として環境省令で定める場合には、その引取りを拒否することができる。 

2 前項本文の規定により都道府県等 3が犬又は猫を引き取る場合には、都道府県知事等4（都道府県等 3の長
をいう。以下同じ。）は、その犬又は猫を引き取るべき場所を指定することができる。 

3 前二項の規定は、都道府県等 3が所有者の判明しない犬又は猫の引取りをその拾得者その他の者から求め
られた場合に準用する。この場合において、第一項ただし書中「犬猫等販売業者から引取りを求められた
場合その他の第七条第四項の規定の趣旨に照らして」とあるのは、「周辺の生活環境が損なわれる事態が生
ずるおそれがないと認められる場合その他の」と読み替えるものとする。 

4 都道府県知事等 4は、第一項本文（前項において準用する場合を含む。次項、第七項及び第八項において
同じ。）の規定により引取りを行つた犬又は猫について、殺処分がなくなることを目指して、所有者がいる
と推測されるものについてはその所有者を発見し、当該所有者に返還するよう努めるとともに、所有者が
いないと推測されるもの、所有者から引取りを求められたもの又は所有者の発見ができないものについて
はその飼養を希望する者を募集し、当該希望する者に譲り渡すよう努めるものとする。 

5 都道府県知事は、市町村（特別区を含む。）の長（指定都市、中核市及び第一項の政令で定める市の長を除
く。）に対し、第一項本文の規定による犬又は猫の引取りに関し、必要な協力を求めることができる。 

6 都道府県知事等 4は、動物の愛護を目的とする団体その他の者に犬及び猫の引取り又は譲渡しを委託する
ことができる。 

7 環境大臣は、関係行政機関の長と協議して、第一項本文の規定により引き取る場合の措置に関し必要な事
項を定めることができる。 

8 国は、都道府県等 3に対し、予算の範囲内において、政令で定めるところにより、第一項本文の引取りに
関し、費用の一部を補助することができる。 

（犬及び猫の繁殖制限） 
第三十七条 犬又は猫の所有者は、これらの動物がみだりに繁殖してこれに適正な飼養を受ける機会を与える
ことが困難となるようなおそれがあると認める場合には、その繁殖を防止するため、生殖を不能にする手術
その他の措置を講じなければならない。 

2 都道府県等 3は、第三十五条第一項本文の規定による犬又は猫の引取り等に際して、前項に規定する措置
が適切になされるよう、必要な指導及び助言を行うように努めなければならない。 

第四章の二 動物愛護管理センター等 
（動物愛護管理センター） 
第三十七条の二 都道府県等 3 は、動物の愛護及び管理に関する事務を所掌する部局又は当該都道府県等 3 が
設置する施設において、当該部局又は施設が動物愛護管理センターとしての機能を果たすようにするものと
する。 

2 動物愛護管理センターは、次に掲げる業務（中核市及び第三十五条第一項の政令で定める市にあつては、
第四号から第六号までに掲げる業務に限る。）を行うものとする。 

一 第一種動物取扱業の登録、第二種動物取扱業の届出並びに第一種動物取扱業及び第二種動物取扱業の
監督に関すること。 

二 動物の飼養又は保管をする者に対する指導、助言、勧告、命令、報告の徴収及び立入検査に関するこ
と。 

三 特定動物の飼養又は保管の許可及び監督に関すること。 
四 犬及び猫の引取り、譲渡し等に関すること。 
五 動物の愛護及び管理に関する広報その他の啓発活動を行うこと。 
六 その他動物の愛護及び適正な飼養のために必要な業務を行うこと。 

（動物愛護推進員） 
第三十八条 都道府県知事等は、地域における犬、猫等の動物の愛護の推進に熱意と識見を有する者のうち
から、動物愛護推進員を委嘱するよう努めるものとする。 
2 動物愛護推進員は、次に掲げる活動を行う。 

一 犬、猫等の動物の愛護と適正な飼養の重要性について住民の理解を深めること。 
二 住民に対し、その求めに応じて、犬、猫等の動物がみだりに繁殖することを防止するための生殖を不
能にする手術その他の措置に関する必要な助言をすること。 

三 犬、猫等の動物の所有者等に対し、その求めに応じて、これらの動物に適正な飼養を受ける機会を与
えるために譲渡のあつせんその他の必要な支援をすること。 
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四 犬、猫等の動物の愛護と適正な飼養の推進のために国又は都道府県等が行う施策に必要な協力をする
こと。 

五 災害時において、国又は都道府県等が行う犬、猫等の動物の避難、保護等に関する施策に必要な協力
をすること。 

（協議会） 
第三十九条 都道府県等、動物の愛護を目的とする一般社団法人又は一般財団法人、獣医師の団体その他の
動物の愛護と適正な飼養について普及啓発を行つている団体等は、当該都道府県等における動物愛護推進
員の委嘱の推進、動物愛護推進員の活動に対する支援等に関し必要な協議を行うための協議会を組織する
ことができる。 

第五章 雑則 
（獣医師による通報） 
第四十一条の二 獣医師は、その業務を行うに当たり、みだりに殺されたと思われる動物の死体又はみだり
に傷つけられ、若しくは虐待を受けたと思われる動物を発見したときは、遅滞なく、都道府県知事その他
の関係機関に通報しなければならない。 

（地方公共団体への情報提供等） 
第四十一条の四 国は、動物の愛護及び管理に関する施策の適切かつ円滑な実施に資するよう、動物愛護管理
担当職員の設置、動物愛護管理担当職員に対する動物の愛護及び管理に関する研修の実施、動物の愛護及び
管理に関する業務を担当する地方公共団体の部局と畜産、公衆衛生又は福祉に関する業務を担当する地方公
共団体の部局、都道府県警察及び民間団体との連携の強化、動物愛護推進員の委嘱及び資質の向上に資する
研修の実施、地域における犬、猫等の動物の適切な管理等に関し、地方公共団体に対する情報の提供、技術
的な助言その他の必要な施策を講ずるよう努めるものとする。 

第六章 罰則 
第四十四条 愛護動物をみだりに殺し、又は傷つけた者は、五年以下の懲役又は五百万円以下の罰金に処する。 
2 愛護動物に対し、みだりに、その身体に外傷が生ずるおそれのある暴行を加え、又はそのおそれのある行
為をさせること、みだりに、給餌若しくは給水をやめ、酷使し、その健康及び安全を保持すること が困難
な場所に拘束し、又は飼養密度が著しく適正を欠いた状態で愛護動物を飼養し若しくは保管することにより
衰弱させること、自己の飼養し、又は保管する愛護動物であつて疾病にかかり、又は負傷したものの適切な
保護を行わないこと、排せつ物の堆積した施設又は他の愛護動物の死体が放置された施設であつて自己の管
理するものにおいて飼養し、又は保管することその他の虐待を行つた者は、一年以下の懲役又は百万円以下
の罰金に処する。 

3 愛護動物を遺棄した者は、一年以下の懲役又は百万円以下の罰金に処する。 
4 前三項において「愛護動物」とは、次の各号に掲げる動物をいう。 

一 牛、馬、豚、めん羊、山羊、犬、猫、いえうさぎ、鶏、いえばと及びあひる 
二 前号に掲げるものを除くほか、人が占有している動物で哺乳類、鳥類又は爬は虫類に属するもの 

 
第四十六条の二 第二十五条第三項又は第四項の規定による命令に違反した者は、五十万円以下の罰金に処す
る。 

  

1 本項において、「動物」は、哺乳類、鳥類又は爬虫類に属するものに限り、畜産農業に係るもの及び試験研究用又は生
物学的製剤の製造の用その他政令で定める用途に供するために飼養し、又は保管しているものを除く。 
2本項における都道府県知事には、地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第一項の指定都市
の長を含む。 
3 本項において、「都道府県等」は、都道府県及び指定都市、地方自治法第二百五十二条の二十二第一項の中核市、その
他政令で定める市（特別区を含む。）をさす。 
4 本項において、「都道府県知事等」は、都道府県及び指定都市、地方自治法第二百五十二条の二十二第一項の中核市、
その他政令で定める市（特別区を含む。）の長をさす。 
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社会福祉施策と連携した多頭飼育対策に関する検討会 委員名簿 

 

（五十音順 敬称略） 

氏名 所属 役職 

打越 綾子 

（座長） 

成城大学法学部 教授 

岸 恵美子 東邦大学看護学部 教授 

佐伯 潤 帝京科学大学生命環境学部 

くずのは動物病院 

准教授 

院長、獣医師 

佐藤 尚治 社会福祉法人 長野県社会福祉協議会 主任 

藤田 弓実子 

（第１～４回検討

会：吉岩 宏樹） 

 

川崎市健康福祉局保健所生活衛生課 課長 

横山 章光 あいわクリニック 院長 

＜オブザーバー＞厚生労働省政策統括官（総合政策担当）付政策統括室 

 

 

社会福祉施策と連携した多頭飼育対策検討会の開催経緯 

 

開催回 開催日 主な議題 

第１回 平成 31 年 

３月 15 日（金） 

・検討会の背景と趣旨について 

・多頭飼育問題について 

・社会福祉施策と連携した多頭飼育対策に向けた課題整

理 

第２回 令和元年 

８月８日（木） 

・動物愛護管理法の改正について 

・アンケート調査の実施について 

・ケーススタディの実施について 

第３回 令和元年 

12 月 19 日（木） 

・アンケート調査の結果について 

・ガイドラインの骨子（案）について 

第４回 令和２年 

２月 27 日（木） 

・アンケート調査の分析結果について 

・ヒアリング調査の結果について 

・骨子（案）をふまえたガイドラインの作成作業について 

第５回 令和２年 

10 月 15 日（木） 

・社会福祉施策と連携した多頭飼育対策に関するガイド

ライン骨子（案） 

第６回 令和３年 

２月３日（水） 

・社会福祉施策と連携した多頭飼育対策に関するガイド

ライン（仮称）（案） 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人、動物、地域に向き合う 

多頭飼育対策ガイドライン 

～社会福祉と動物愛護管理の多機関連携に向けて～ 
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